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司 会 慮 地 利 明
坪内 バラモン=ク シャ トリヤという複合の
中で、東南アジアではクシャ トリヤが中心で
あ りバラモンは付け足 しの要素であるという






























































山崎 イン ド化といって も上の階層のイン ド
化で、 ヴァルナ制度でいうとヴァイシャ、













































































(漁民)や サーラガマ(シ ナモ ンピーラー)
のよ うにイン ドとは異 った構造になってい
る。結論的に言えばスリランカのカース トは




















高谷 非常に単純化 した話になると思 うが、
東南アジアは海と森の生態であることが大 き































野 の 世 界





































る。つま り上座仏教の メル クマールであ る
パー リ語の断片が、6,7世 紀の段階でビル















てそれ らのタントリックな形も、何 もか もが




















ス リランカで はイン ドとの交流が盛んで










































































移住 した。彼 らは王から村(村 か らあがる諸
税)や 土地を与えられ、村落社会の住民にな
ることもある。バ ラモンたちが集団で住むバ
ラモ ン村 もで きて くる。こうして移住 し、定















があるが、 ヒン ドゥー寺院に対 してだと思
う。バラモンに対 してというのは知 らない。
高谷 仮に10世紀を例に考えると、東南アジ











































れほど定着 して いないよ うに思 う。だか ら
カース トは入 らなかった ことにな る。ただ
し、石井さんが提起 されたように、必ず しも

























中村5世 紀に中国の法顕がイン ドの北か ら
82
入り、バ トナに長 く住んで、南に降 りてきて
ス リランカから海を伝 って帰 っている。その
時にイン ドのバラモ ン達が東南アジアに陸路
を動いていった流れがあるのならば、その道






山崎7世 紀の義浄は もっと北の海路を通 っ
ている。東南アジアの仏教徒も多 くはベ ンガ
ル経由で仏跡巡拝をしたのではなかろうか。

















会秩序 は6,7世 紀 には成立すると思 う。




権のあ り方 と東南アジアにおける王権のあ り

















































































































































































田辺 バクティは必ず しもカース ト否定には
つなが らないと思 う。バ クティと言わず と
も、人間は究極的には誰 もがアー トマンであ
るというような平等主義的な思想はウパニ



















































で ヒン ドゥー教を信奉 していない社会 もあ









ス トとの間に関係はあった。 しか し、カース
ト位階にはバラモンがな く、高位カース トは
















































規制をカース ト規制に転化させなが ら編入 し
87































































































も信 じている。そ して難 しげなことを言 うバ
ラモ ンは格好の良い飾 りと して重宝が られ
る。それは文化的で、恰好がいいか らだ。そ
れで、みんながそこに集まって くる。バラモ




















































































るが、マ レー型稲作のイン ドネシアで も、



















































ドの低湿地のオ リッサやベ ンガル と考える
学者が多か ったが、その後 の研究で は雲南
アッサム地方、東南アジア大陸部の高緯度地
帯で稲作が起源 したと言われだしている。そ





















に、インディカとい う品種群 も入 って くる。
それ以前の東南アジアの栽培稲の品種はジャ
ポニカに近い稲とジャバニカとの2つ の品種








辛島 農耕技術 と同時に米 も伝わった可能性
も非常に強い。






























































か、 スマ トラ島東岸の港、例えば、 シュリ
ヴィジャヤやジャンビなどの港に入り、次の












船 はアラビア海、ベ ンガル湾と南 シナ海を横
断 して、中国の広州 ・揚州 まで行 くように
なつた。そ して、10世紀の半ばになると、初
めて中国ジャンク船が南シナ海を南下 して、
マラッカ海峡付近 まで進出 した。 ダウ船 と
ジャンク船 とが交流する一番の拠点とになっ
たのは、マライ半島の南西海岸、マラッカの
北側にあるカラ(カ ラバ ール)と いう港で
あって、この地名はアラビア語史料に も非常
に古 くから登場 している。カラと並んで重要
なのはスマ トラ島東岸 のスルブザ(シ ュ リ
ヴィジャヤ)。10世紀のアラビア語史料によ
ると、ダウ船 と中国船(サ ンブー ク船 とあ
る)と が、スルブサ(サ ルブザ)で 交流 し、
乗換の港であったことがわかる。また13世紀






や ミルバー トからスマ トラ島のラム リー(藍
































































































家島 最 も古い史料が9世 紀半ばの ものであ
るか ら、8世 紀以前 とか、イスラーム以前の
史料というのはない。 しかし、間接的な情報
は、コスマスの記録とか、アラブの年代記な























































びつ く接点で もあると言え る。実際にマ ラ
バール海岸を回つて見ると、そこが東南アジ
アの世界、特にスマ トラ島の北部ではないか




































































て も、米は極めて重要であ った。 したが っ









































ナンブー ドリ・ブラー ミンの南下か ら始まっ
たカース ト化 も強 く出てきてお り、誰で も自
由に出て行 けるよ うな条件 はな くなって く

































延長線上 と考えて もいいだろう。 しか し、






か ら見て、異教徒 との交流に不都合はなか つ
たのだろうか。ムス リムとヒンドゥーが一つ
の船に同乗するようなことは、今のイスラー


























































慮地 今 までの感想をアフリカニス トの掛谷





















リカは典型的な 「薄 く、広 く」という環境利
用の仕方だと考えていい。インテンシファイ
された土地利用が即カース トに結び付きはし













































































な部族が一括 して ヒン ドゥー社会に組み込ま
れていく場合は、彼 らはすでに農耕民のヒン
























のイメージも具体化 してきた し、イン ドの方

















































































ことを認識 させ られ、今回は非常 に勉強に
なった。今まではインドと東南アジアという
形で考えていたが、やはり最初にイン ドのグ





























で も、我々が知 っているス リランカのカース
トが実 は非常に新 しくて、 グレー ト・トラ
ディションのヴァルナとは全 く違ったコンセ









で議論すべきだろう。北 イ ンドか ら南 イン
ド、南インドからス リランカ、あるいは南イ
ンドで も西海岸、東海岸、全部が東南アジア
と関係 している。今まで東南アジアか らの つ
ぺ らぼ うのインドを見ていたが、実は空間的
なものだけではな く、時間的な動きと、その
中で生まれてきた関係への視点を教示 してい
ただけたと思 う。
